
出題意図

問題１は、判決の読解力・理解力および文章作成力を問うものである。具体的には、判決文
を読んで法的争点を正確に把握し要領よく整理できるかをみることを意図している。

問題２も、判決の読解力・理解力および文章作成力を問う点では同じであるが、それに加え
て、自己の見解を説得的に展開できるかをみることを意図している。

法学
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政治学の基本的知識を踏まえ、⾃らの考えを展開できる能⼒がある

かをみる。 

１ 政治学の基本的知識を有しているかを問う。 

２ 現代政治への理解や関⼼を問うとともに、現代政治の課題に対

する分析⼒を問う。

政治学
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科目名 経営学 

問題 

近年、知識創造理論やナレッジ・マネジメントという考え⽅が提⽰されている。この議
論について、以下の内容について記述して下さい。 

１．SECI モデルについて、その内容を暗黙知と形式知を⽤いて 800 字以内で説明して
下さい。（解答⽤紙その 1〜その 2 に答案を記述せよ） 

２．知識創造理論やナレッジ・マネジメントは、経営戦略論においてなぜ重要な理論と
考えられているのか、その理由について、それまでの経営戦略論の内容との関連を踏まえ
て、400 字程度で説明して下さい。（解答⽤紙その 3〜その 4 に答案を記述せよ） 
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１．について 
 まず、SECI モデルとはどのようなモデルかについて、暗黙知から形式知へ、また形式
知から暗黙知という形で組織の中で変換されるプロセスを中⼼に記述してほしかった。
続いて、SECI もでるの SECI が知識創造の各フェーズであるため、それぞれのフェーズ
の説明をしてほしかった。具体的には、共同化（socialization）、表出化（externalization）、
連結化（combination）、内⾯化（internalization）の頭⽂字であるため、それぞれの説明
があるとなお良かった。 
 
２．について 
 知識創造理論は、経営戦略論の 2 つのアプローチである、分析型戦略アプローチとプ
ロセス型戦略アプローチの内の、プロセス型戦略アプローチに当たる。このアプローチ
は、戦略実⾏において試⾏錯誤される過程で、知識が創造されることを強調している。こ
の点を記述してほしかった。さらに、現代の経営戦略論において、知識が創造されること
によって企業の競争⼒が⾼まるとされているため、この分を強調した記述があるとなお
良かった。 

 



2025 年度３年次編入学試験（専門科目）出題意図 

 

科目名 経済学 

問題 
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経済主体の⾏動と市場に関する理論について、知識と思考⼒を問う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


